
重点１ 対話を通して学びの深まりを実感できる
探究的な研修の充実

自らの願いや問いをもとに、他者との対話を通して学びを深め、実践と理論を行き

来しながら、自分の教育観や授業観を見つめ直す探究的な研修を目指します。研修デ

ザインやファシリテーションを工夫し、先生方の学びがより深まり、自身の省察や新

たな気づきへとつながるようにします。

令和８年度 総合教育センター事業の方向

〔総合教育センター事業目標〕

対話の楽しさや気づきを起点に、
学びを深め、実践へつなげる研修

誰かと話す中で、自分では気づかなかった考えや見方に出会ったことはないでしょ

うか。総合教育センターでは、そうした対話の中で感じられる楽しさや、そこから生

まれる気づきを大切にし、一人ひとりが自分の問いを深めながら、日々の実践や校内

での学び合いへとつなげていく研修を目指します。そのために今年度は、次の二つを

重点として取り組みます。

対話で学びを深める研修デザイン

先生方一人ひとりの学びが深まっていく
よう、ファシリテートを大切にした対話を
意識しながら、研修のデザインを大切にし
ていきます。また、研修のねらいや受講者
の様子に合わせて、研修の形態やグループ
セッションの設定のしかたを工夫していき
ます。その中で、考えを共有したり、自身
の実践を振り返ったりする場を創っていき
ます。

学びを深め、実践へとつなげる 総合教育センターの研修講座の流れ

自ら
問いを立てる 学びを深める 振り返る つなげる

〈課題の設定〉 〈情報収集・整理分析〉 〈まとめ〉    〈表現〉

○講義や資料から
    理論的な視点を得る
○対話を通して
    自身の実践や経験を
照らし直す

○問いに立ち返り、
    考えを更新する

○日常の悩みや   
願い、 受講目
的の共有

○自身の経験を
   もとにした
   問いの言語化
○研修全体を貫く
問いの設定

○問いに対する
考えの深まりの
整理

○他者との学び
を通して得た
視点の確認

○自身の変容の
言語化

○明日からの
   実践への具体化
○校内での共有や
対話への展開

○同僚や他の受講
者、センターと
のつながり

※生徒実習においても対話で学びを深める場面を設定し、専門性を高めていきます。

長野県総合教育センター



重点２ 共に探究する「学び合いのコミュニティ」の創出

先生方が安心して語り合い、互いの経験や考えを通して学び合うコミュニティの創

出を目指します。また、先生一人ひとりの中での学び、センターでの受講者同士の学

び合い、学校現場での先生同士の学び合い等が、互いに響き合っていくことを目指し

ていきます。

センターでは、研修の場だけで学びを終わらせないことを大切にしています。研
修後も、学校現場での学び合いや実践につながっていくよう、校内研修への支援や
情報発信に加え、教科指導や生徒指導などの教育相談の機会を通して、「学び合い
のコミュニティ」が生まれ、広がっていくきっかけをつくっていきます。ぜひご活
用ください。

教職員研修会サポート
センター研修を受講した先生が

校内研修を進める際に、専門主事
が計画や実施の相談、資料提供な
どお手伝いします。

教育相談
（１）子供の健やかな成長と発達を願う教育相談

児童生徒、保護者、教職員などを対象とした、不登校、いじめ、学習
のつまずきなどに関する相談を行っています。

（２）学校運営や授業づくりに応じた教育相談
教材研究、授業研究、児童生徒理解、ICT活用など、教職員の研究や学

校運営上の課題について、専門的な相談・支援を行っています。

教育情報の提供
先生方の学び合いを支援するた

め、センターホームページや教育
情報資料室等で調査研究の成果や
教育情報の提供をしています。

詳しくはセンターホームページをご覧いただくか、
センター企画調査部（0263-53-8802）へご連絡ください。
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